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12 月 2 日（日） 予選・決勝    １LAP＝4.801km   出走：34 台 

天候：曇  コース：ドライ    気温：8℃ 湿度：26％ 路温：9℃ 

ドライバー： 

佐藤 祐希（アルビ RT うちざわ接骨院 EDKK-S ＃34）・・・B グループ 

湊 雅之 （アルビ RT 玉三郎 Dream. ＃35）    ・・・A グループ 

太田 達也（玉三郎 ED アルビ RT 岩本商会西風 10V ＃36）・・・B グループ 

 

決勝結果：佐藤選手 リタイヤ  湊選手 13 位  太田太田太田太田選手選手選手選手    4444 位位位位入賞入賞入賞入賞   



    

11/1811/1811/1811/18（（（（日日日日））））ののののＪＡＦＪＡＦＪＡＦＪＡＦグランプリグランプリグランプリグランプリ    フォーミュラフォーミュラフォーミュラフォーミュラ・・・・ニッポンニッポンニッポンニッポンでででで大嶋選手大嶋選手大嶋選手大嶋選手がががが着用着用着用着用したしたしたした    

レーシングスーツレーシングスーツレーシングスーツレーシングスーツでででで挑挑挑挑んだんだんだんだ太田選手太田選手太田選手太田選手。。。。チームチームチームチーム最高最高最高最高となるとなるとなるとなる日本一決定戦日本一決定戦日本一決定戦日本一決定戦 4444 位入賞位入賞位入賞位入賞をををを達成達成達成達成！！！！！！！！    

    

■■■■12121212 月月月月 2222 日日日日（（（（日日日日））））    予選予選予選予選（（（（20minutes20minutes20minutes20minutes））））    

 5 番手でコースインした湊選手。まずは 9 番手タイム

をマークすると順調にタイムを縮めていき、20 分の予

選のうち半分が経過した頃には 7 番手まで浮上。しかし

その後はタイムが伸び悩み、12 番手まで後退。すると

時間的に残り2周というところで続けざまにタイムを短

縮。10 番手で第１レグを迎える。 

 B グループの予選は太田選手、佐藤選手の順でピット

ロードへ。コースオープン後、しばらくは真ん中前

後のタイムをマークしていた太田選手だが、予選の

半分が過ぎたところで 4 番手に浮上。佐藤選手も 9 番手タイムをマークする。しかしその

後佐藤選手はタイム更新ならず、太田選手も最後にベストラップを更新したものの、わず

か 0.061 秒届かず 4 番手となった。 

 

 

■■■■12121212 月月月月 2222 日日日日（（（（日日日日））））    第一第一第一第一レグレグレグレグ（（（（6Laps6Laps6Laps6Laps））））    

    予選に引き続き A グループからとなる。湊選手はスタートを見事に決め 1 台パス。その

まま 1 コーナーに進入、コーナーを抜け立ち上がっていったところ、バランスを崩しかけ

た前車の右リヤと接触。湊選手のフロントウイングが変形するほどのダメージを受けてし

まう。その後はピットインせず懸命の走行を続けるもペースは上がらず、12 番手チェッカ

ーとなった。 

 B グループは 4 番グリッドスタートの太田選手がスタート直後に 1 台パス。1 コーナーを

抜けていくが、すぐ先の 3 コーナーでオーバーラン。半車身ほどグラベルに飛び出してし

まい順位を落としてしまう。その後のダウンヒルストレート後の 90 度コーナーでも再びコ

ースオフ。オープニングラップ終了時には 9 番手までポジションを落としてしまう。 

 2 周目、1 台パスして 8 番手に浮上すると、後半は 5 位争いのグループに加わっていく。

前車よりもペースで上回る太田選手は激しいプッシュを続けるが、パスまでには至らずフ

ァイナルラップへ。そして最後のホームストレートの立ち上がりで横に並びオーバーテイ

クを試みるも、0.071 秒差で 8 位チェッカーとなった。 

 9 番手スタートの佐藤選手は他車のコースオフのあおりを受け接触、ポジションを 15 番

手まで落としてしまう。しかしその後も懸命に走行を続け、ダウンヒルストレートでアウ

ト側から 1台オーバーテイクすると、同じくダウンヒルで今度はインを刺し 13 番手に浮上。

2012 スーパーFJ 日本一決定戦の流れ 

ファイナル

10Laps

第1レグ 第1レグ

Aグループ Bグループ

6Laps 6Laps

公式予選 公式予選

Aグループ Bグループ



12 位の車両に攻勢をかけるも 0.093 秒及ばず 13 位でフィニッシュ。 

 規定（※）によりファイナルは太田選手が 15 番グリッド、湊選手・佐藤選手がそれぞれ

24、25 番グリッドでスタートとなる。 

 

※ファイナルのグリッドは各第 1 レグのトップ車両のレース時間（トータルタイム）を比較し、速いほうのグループの

トップ車両をポールポジションとし、そのグループを左側のグリッドとする（大会特別規則第 20 条①2）による）。第 1

レグは B グループのトップ車両のほうが速かったため、B グループの選手が左側グリッド＝奇数グリッドとなった。 

 

 

■■■■12121212 月月月月 2222 日日日日（（（（日日日日））））    ファイナルファイナルファイナルファイナル(10Laps)(10Laps)(10Laps)(10Laps)    

 マシンがグリッドにそろい、14 時 55 分フォーメーションラップ開始。全車 1 周して再

びグリッドにつこうとしたところで、3 番グリッドの車両がスローダウンしたままコース外

へ。そのまま止まってしまう。そのまま車両が回収され、3 番グリッドが空いたままでのス

タートとなる。 

シグナルブラックアウト。全 34 台がいっせいにスタートする中、1 コーナーへの進入の

際に上位陣で 2 台が絡むクラッシュが発生。1 台がウォールに激突し大破する一大事故とな

る。その混乱も収まらないうちに今度は 3 コーナーでも接触事故が発生。2 台がコース脇に

止まってしまう。スタート前と合わせてこれで合計 5 台がリタイヤとなるが、いずれもス

ターティンググリッドのトップから 14 番手までの車両であり、アルビレックスレーシング

チームとしては上位進出へのチャンスがより大きなものとなる。 

そしてこの混乱の中、太田選手は 15 番手スタートから一気に入賞圏内の 6 番手まで浮上。

勢いに乗りたいところだったが、5 番手までのトップ集団とはまだ距離があり差がついてし

まう。しかし、オープニングラップ後半、1 コーナーのクラッシュ車両回収のためにセーフ

ティカーが導入される。これにより太田選手は先頭集団との差をなくすことに成功する。 

セーフティカーが解除され、リスタートした 4 周目。太田選手はしっかりと前車をマー

クして走行すると、6 周目、1 コーナーでインを制して 1 台パス。5 番手に浮上する。さら

に前車との差を詰め、7 周経過で 4 番手とは約 0.5 秒差で迎えた 8 周目、S 字コーナーでつ

いにかわして 4 番手にポジションアップ。しかしパスした車両も激しい追い上げを見せ、

直後のダウンヒルストレートでその車両が再び前に出てしまう。太田選手も 90 度コーナー

の立ち上がりまで必死に喰らい付くがポジションを奪われ 5 番手に後退。 

その後は少しずつ離されていき、最後は後方 6 番手車両からプレッシャーを受けるもそ

のまま逃げ切り 5 番手でチェッカーフラッグとなった。 

湊選手はスタート直後の 2 回のクラッシュのあおりを受けることなく 18 番手までポジシ

ョンアップ。セーフティカー解除後の 5 周目に 1 台パスすると、翌周は 2 台パスするなど、

1 周に 1 台のペースで着実にポジションを上げていき 13 位チェッカー。 

佐藤選手はトランスミッションにトラブルを抱えてしまいセーフティカー導入時に緊急



ピットイン。そのままリタイヤとなった。 

 レース終了後、2 番チェッカーの車両がセーフティカー中の追い越しにより 20 秒加算の

ペナルティが課され、太田選手が繰り上がりで 4 位入賞が正式結果となった。 

 

 

○○○○佐藤佐藤佐藤佐藤選手選手選手選手コメントコメントコメントコメント    

 今年はいろいろ学ぶことがありました。結果は残念でしたが周りの人に恵まれて楽しい

レースでした。チームの皆さんには自分のために教えてもらったり、メンテナンスや整備

してくれて 1 年間ありがとうございました。ふがいない成績で悔いが残っているので来年

こそはがんばりたいと思います。 

 

 

○○○○湊湊湊湊選手選手選手選手コメントコメントコメントコメント    

 第 1 レグの接触が痛かったです。ただ、決勝で大きく順位を上げることができたのでそ

こは良かったと思います。今年 1 年たくさんの方のご協力のおかげで参戦することができ

ました。ありがとうございました。チームのみなさんにも 1 年間しっかりサポートしても

らって感謝しています。ありがとうございました。 

 

 

○○○○太田太田太田太田選手選手選手選手コメントコメントコメントコメント    

 第 1 レグのスタートは決まったんですが 3 コーナーでのミスで大きく順位を落としたの

が悔しかったです。決勝は 15 番手から 4 位まで上がったのは良かったです。今年 1 年優勝

できなかったのは心残りですが、アルビ RT 初のスーパーＦＪ表彰台を取れたので良かった

です。最後にチームのみなさん、今年 1 年ありがとうございました。来年はシリーズチャ

ンピオンをとれるように頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○○○○中村監督中村監督中村監督中村監督コメントコメントコメントコメント    

 佐藤選手は車両変更してからのこの 3 日間、よい流れでくることができました。本人は

運転のところで悩んでいたと思いますが、すぐ対応して修正できたので能力が上がったと

思います。土曜日のウェット路面では非常にいい流れのタイムを出していたので来年につ

なげられるような技術を習得したと思います。決勝はマシントラブルでしたので非常に残

念です。来季はチャンピオン候補の１人となりました。 

 湊選手も車両変更でしたが、ドライビングと今回の車両の特性がマッチしていたようで

す。予選ではアタックラップで接触してしまい充分なタイムを残すことができませんでし

たが、決勝では 11 ポジションアップということで彼本来の速さを発揮できたと思います。

また、土曜日のウェット走行では他車が追従できない異次元の速さで走行していましたの

で、基礎技術は全国トップレベルと感じています。マシンをはじめ様々な状況が変わった

中でも彼本来の実力を出してくれました。彼も来年は優勝候補の 1 人だと思います。 

 太田選手に関しては、アルビレックスレーシングチームのエースとして 36 号車に乗って

もらいました。車両本来の性能を引き出すのに長けていたドライバーでしたが、土曜日の

ドライセットを試すセッションでウェットとなり、もう 2 段階上の性能を引き出す予定が

狂ってしまい、あとコンマ 5 秒上げることが難しかったです。しかし、荒れた決勝の中、

冷静に対応し 11 ポジションアップを果たし見事入賞しました。表彰台まであと 1 つだった

のですが、予選のポジションから見ると充分対応したと思います。 

 総じて、3 人のドライバーを起用したことはチームとして間違いじゃなく、昨年の全国 5

位から 4 位へと着実に前進することができました。また、各シリーズでもポイント獲得や

表彰台に上がることができたので選手のレベルアップを果たすことができました。今回の

日本一決定戦では南は九州、北は東北からトップドライバーが集結した中で、東日本勢で

はトップとなる成績を上げることができました。来年は日本一になるよう選手・スタッフ

一丸となり精進して参ります。本年度多大なるご支援を頂き誠に有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

・Zip Auto ・KAISHIN  AUTO ・榎本自動車整備工場 ・山田モーター 

・ 東栄ボディー ・新潟オートシステム ・Car Factory 雅美 ・堀モータース 



 

 

 


